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終了時評価調査 結果要約表 

１. 案件の概要

国名：ブラジル国 案件名：（科学技術）フィールドミュージアム構想によ

るアマゾンの生物多様性保全プロジェクト

分野：環境保全 援助形態：技術協力プロジェクト – 科学技術

所轄部署：地球環境部 協力金額：3.8 億円 

協力期間
2014 年 7 月～2019 年 7 月 
（5 年間） 

先方関係機関：

国立アマゾン研究所（INPA）、アマゾナス連邦大学

（UFAM） 
日本側協力機関：

京都大学、学習院大学、総合地球科学研究所、須磨水族

館など

他の関連協力：なし

１-１ 協力の背景と概要 
熱帯雨林は、地球上で最も生物多様性の高い生態系であり、陸地面積の 6％に満たないにも関

わらず、全生物種の半数以上が生息していると推定されている。その中でも特にアマゾン川流域

は地球上に残された熱帯雨林の半分以上に相当し、これまでに知られている生物種のおよそ 10％
が生息する生物多様性の高い地域である。一方で 50 年間に森林面積の 17％が失われ（WWF 
HP）、2005 年～2010 年の年間森林減少率は 0.42％（FAO FRA 2010）と、引き続き高い割合での

森林減少が続いており、それに伴った生物多様性の減少が危惧されている。

本プロジェクトの中心となるアマゾン川流域最大の都市であるブラジル連邦共和国（以下、「ブ

ラジル」と記す）アマゾナス州の州都マナウスは、アマゾン川最大の支流であり本流とは大きく

水質の異なるネグロ川との合流点に位置するため、周辺にはアマゾ

ンマナティーやアマゾンカワイルカなどの貴重な水生哺乳類を含むアマゾン川でも特に多様で

貴重な自然環境を有しているが、200 万人近い人口を抱え、急激な都市部の拡大が進んでいるた

め、これら生態系の危機に瀕している。この地域における生態系と生物多様性の危機を解決する

には生息環境の研究や保全を進める事に加え、地域の環境に関する正確な情報に基づいた環境教

育によって都市住民の環境リテラシーを高め、地域に適合した環境政策を立案・採用する事が不

可欠である。

近年、先進諸国では、一部の先進的な動植物園・水族館が、環境教育や地域生態系の研究・保

全のセンターとしての役割を担うようになってきたが、現状アマゾン川の中心都市であるマナウ

スには通常の動植物園・水族館さえ存在しない。また、アマゾン川の水は濁って透明度が低いこ

とから直接観察が困難なため、この地域の魚類や水生哺乳類の生態、特に水中での生態はほとん

ど未解明である。このような状況のなか、本プロジェクトは国立アマゾン研究所（Instituto Nacional 
de Pesquisas da Amazônia：INPA）と京都大学との共同研究のもと、自然環境もしくは半自然環境を

生かした自然観察研究施設と保護区を結び、統合的に活用するネットワーク型「フィールドミュ

ージアム」を整備し、アマゾン川及び流域熱帯林の生態系を解明するとともに、フィールドミュ

ージアムを活用した地域社会への環境教育を進める。また、エコツアーを活用し経済的にも貢献

することにより、フィールドミュージアムを核とする都市型ヒトと自然の共生モデルの構築を目
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指して、我が国は 2014 年 7 月から 2019 年 7 月までの予定で、アマゾン河および流域熱帯林の生

態系を解明することを目的に、「フィールドミュージアム構想によるアマゾンの生物多様性保全プ

ロジェクト」（以下、本プロジェクト）を、INPA をカウンターパート（以下、C/P）として実施中

である。 
今般、本プロジェクトが協力期間の終了を迎えるにあたり、日本側およびブラジル側との合同

評価団を以て、本プロジェクトの達成状況を検証するべく終了時評価調査を実施することとなっ

た。 
 
１- ２協力内容 

(1) 上位目標： 
ネットワーク型フィールドミュージアムが INPA 及び関係機関によって拡大され、フィールド

ミュージアムの概念が、大都市とその近郊の自然地域における人と自然の調和が取れた共生のモ

デルとして他の地域に広まる。 
 

(2) プロジェクト目標： 
アマゾンを代表する生物・生態系の科学的研究成果に基づいた環境保全活動の核となるフィー

ルドミュージアムの基盤が構築される。 
 

(3) 成果： 
1) 対象地域の代表的生物・生態系の研究・保全が新規開発手法によって促進される。 
2) フィールドミュージアムの拠点が構築され、研究・環境教育・研修・保全のためにネット

ワーク化される。 
3) フィールドミュージアムの運営プログラム及びマネジメントシステムが構築される。 

 
(4)投入（終了時評価調査時点） 
日本側：  
専門家派遣 ：専門家 23 名（長期専門家 1 名、短期専門家 22 名） 
資機材：音響モニタリングシステム、トラップカメラ、データロガー、車輌、水質測定器等 
現地経費総額 約 150 万ドル 

 
ブラジル側： 
カウンターパート配置：45 名 （主に INPA、一部アマゾナス連邦大） 
事業費：マナティー飼育費（餌、スタッフ雇用）、カウンターパート旅費、事務所光熱費等 

 
２. 評価調査団の概要 
調査者 
日本側 

 氏名 分野 所属 
1 見宮 美早 総括 地球環境部 自然環境第二チーム 課長 

2 小此木 宏明 評価計画 地球環境部 自然環境第二チーム 
3 十津川 淳 評価分析 佐野総合企画株式会社 海外事業部 部長 

ii
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4 安岡 善文 SATREPS 計画・評価 科学技術振興機構 研究主幹

5 寺南 智弘 SATREPS 計画・評価 科学技術振興機構 海外部

ブラジル

側
1 

Bazilio Frasco 
Vianez 

総括 Coordination of cooperation and exchange 
INPA 

調査期間 2018 年 11 月 24 日〜2018 年 12 月 16 日 評価種類：終了時評価

３.評価結果の概要 
３-１ 実績の確認 

３－１－１ 成果 1 の達成状況（新規開発手法による生物・生態系保全の促進） 
成果 1 は終了時評価時点において概ね達成されている。 
生物・生態系研究のための新規手法が、これまでに 13 種類開発されている。これら手法を通

した研究成果が終了時評価時点において 4 本の国際論文で発表されており、加えて 4 点の書籍

が掲載・発行済みである。また、新規開発手法の実施を通して、マナティー野生復帰プログラ

ムの例に見られるような生物・生態系保全にかかる成果が確認できる。

なお、指標は 6 つ設けられているが、全て達成済みもしくはプロジェクト期間内の達成が見込

まれる状況にある。

３－１－２ 成果 2 の達成状況（フィールドミュージアムのコンポーネント構築およびネット

ワーク化）

成果 2 は終了時評価時点において達成に向けて進捗している。 
プロジェクトは既にマナティーやカワイルカ、ナマケモノ等の生態研究や野生復帰プログラ

ムで多様な研究成果を挙げており、これらは科学の家を中心として展示される計画である（フ

ィールドミュージアムの「コンポーネント構築」に相当）。また、ネットワーク化についても、

完工時期そのものは調達プロセスに時間を要したことから当初計画に比して遅延したものの、

各拠点施設は既に完工済みもしくは完工する見込みが立っている（フィールドミュージアムの

インフラとしての「ネットワーク化」に相当）。

なお、指標は 2 つ設けられており、いずれもプロジェクト期間内の達成が見込まれる。 

３－１－３ 成果 3 の達成状況（フィールドミュージアムの運営プログラムおよびマネジメン

トシステムの構築）

成果 3 は終了時評価時点において達成に向けて進捗している。 
エコツーリズム・環境教育のための研修プログラムや参加型研究プログラムは整備され始め

ており、フィールドミュージアムの「運営プログラム」は完成に向かっている。

他方、「マネジメントシステム」については、科学運営員会がプロジェクト開始直後に設立さ

れたものの、フィールドミュージアム全体の運営委員会その必要性に関する合意形成の遅延に

より未だ設立されていない。終了時評価時点において、委員会設立に向けての最終段階にある。 
なお、指標は 4 つ設けられており、達成済みもしくはプロジェクト期間内の達成が見込まれ

る状況にある。

３－１－４ プロジェクト目標の達成状況

プロジェクトは目標達成に向けて進捗している。終了時評価時点での達成状況は「概ね高い」

iii



iv 
 

と評価される。 
フィールドミュージアムの基盤要素に該当する「拠点施設の整備」が進み、合わせて「保全

プログラム」や「研修プログラム」も整備され始めていることが確認できる一方、「運営委員会」

の機能や各拠点施設の「ネットワーク化」にかかる取り組みはまだ中途段階にある。 
指標の観点からは、5 つ設けられている指標のうち、運営委員会の適正機能に関する指標は達

成がやや困難となる可能性がある。その他の指標は達成済みもしくは達成できる可能性が高い。 
 

３-２ 評価結果の要約 
* 評価結果は「高い」、「概ね高い」、「中程度」、「やや低い」、「低い」の 5 段階とした。 

（１）妥当性「高い」 
本プロジェクトは、世界でも貴重な生物多様性を誇るアマゾンを対象地としたプロジェクトで

あり、ブラジル政府の政策およびカウンターパートである INPA のニーズに整合している。また、

日本のブラジルに対する援助政策とも合致しており、妥当性の高い取り組みである。 
 
（２）有効性「概ね高い」 
プロジェクトは目標である「フィールドミュージアムの構築」に向けて進捗している。保全プ

ログラムや研究活動において顕著な成果が挙がっている一方、運営委員会の設立など、残された

活動も散見される。 
 
（３）効率性「中程度」 
 日本およびブラジルは対象の研究分野において実務経験の豊富な人材を投入した。これら人的

投入は、本プロジェクトの目標達成に貢献している。資機材の投入および施設の選定は適切であ

った。しかしながら、施設建設にかかる調達プロセスに時間を要したため、施設の完工時期が当

初計画に比して遅れた。その結果、フィールドミュージアムのコンセプト具現化もやや遅れてい

る。 
 
（４）インパクト「高い」 
上位目標「フィールドミュージアムの拡大・普及」はすでにブラジル側において検討を実施し

ていることから「達成が見込める」と判断できる。 
また、多様な波及効果も生まれており、技術面においてはマナティー保全に取り組む国内外の

NGO が本プロジェクトの手法を導入する見込みとなっている点が挙げられる。更に、クイエイラ

ス川沿いのコミュニティにおいて雇用機会が創出されていたり、プルス川コミュニティでは環境

保全への意識が高まり、マナティーの元密猟者が今では先頭に立って保全活動を行なっていたり

するなど、環境面、社会経済面でのインパクトも発現している。 
 
（５）持続性：「概ね高い」 
アマゾンの生物多様性保全を重視するブラジル政府の基本方針は、今後も維持される可能性が

高く、政策面での持続性は高いと予測できる。また、INPA 研究者の技術レベルは一様に高く、技

術面の持続性も担保されている。他方、フィードミュージアム運営に焦点を当てた組織面につい

ては、運営委員会の本格稼働が確認できていないため、現状では持続性を確信できない。また、
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同様に財務面の持続性も確信できる状況にはなっていない。以上から、持続性は「概ね高い」と

評価された。 
 
３-３ 効果発現に貢献した要因 
（１）実施プロセスに関すること 
 民間企業からの資金支援 
本邦民間企業からの資金支援によって、マナティーの野生復帰事業およびクイエイラス・フィ

ールドステーションの整備が可能となった。また、ブラジル民間企業からの資金支援も間接的な

形で、マナティーの野生復帰事業を支援した。 
 

 NGO との協調活動 
ブラジルの NGO である AMPA と協調しながらマナティーの野生復帰事業を実施した。人的リ

ソースおよび地域の事情に精通したAMPA との協調体制は、マナティーの野生復帰事業を円滑に

進めることに大きく貢献した。 
 

 INPA 全体としての取り組み 
INPA 建設部局が、本プロジェクトの施設設計や施工管理を支援した。工事委託業者が示す設計

図や行程表などについて、専門的見地から問題点や留意点を提示することによって、施工の質を

担保することに貢献した。 
 

 他案件との補完効果 
日本学術振興会の研究拠点形成事業「大型動物研究を軸とする熱帯生物多様性保全研究の国際

拠点」によって、毎年ブラジルから若手研究者を２名ずつ日本に招聘し、新たな野生動物研究手

法に関する共同研究と研修を実施した。研究手法の習得とともに、プロジェクトの基礎となる日

本、ブラジル関係者間の人間関係構築にも寄与した。 
 

 科学運営委員会（SSC）における審査プロセス 
SSC は研究内容の妥当性や期待される効果を事前審査する委員会であり、有効な仕組みであっ

た。この審査プロセスを経ることによって、日本、ブラジル両国研究者がそれぞれ果たすべき役

割を明確にする効果も生まれた。 
他方で、SSC による審査、承認に多大な時間を要してしまうことが度々あり、結果的に研究の

開始時期が遅延するケースも生じた。このように SSC は正負両面の効果をもたらした。 
 
３-４ 問題点及び問題を惹起した要因 
 遺伝子資源の持ち出しにかかる規則変更 
プロジェクト開始後、ブラジル政府の遺伝子資源の国外持ち出しに関する規則が厳格化され、

日本でのゲノム解析が困難となった。 
 
 施設建設の遅延 
フィールドミュージアムの拠点となる施設の建設・改築が計画されていたが、これらの設計や
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見積もり等が JICA 仕様基準を満たすまでに時間を要したため、施設完工が遅延した。その結果、

エコツアーの実施など、プロジェクト活動の進捗に一部影響を与えている。 
 
３-５ 結論 
プロジェクトは目標達成に向けて進捗している。施設建設の遅れによって、エコツアーなど一

部の活動は終了時評価以降となるものの、既にマナティーの保全活動に代表されるような目に見

える効果やインパクトも多数発現している。運営委員会の立ち上げも現在ほぼ確約されており、

プロジェクト終了までに目標達成度は更に高まることが期待できる。 
 
３-６ 提言 
プロジェクト期間中 
１）運営委員会の設立および稼働 
運営委員会の設立を最優先事項として行なうこと。そのうえで、キックオフミーティングを

早急に実施し、運営委員会が実務的に機能するよう、3 年間のアクションプランを定めること。

このアクションプランは、調査、環境教育、設備の有機的なネットワーク化及び資源動員の観

点を含み、フィールドミュージアムコンセプトの具体化を促進するものであることが望ましい。 
 
２）施設の完工 
現在工事中にある施設の科学の家及び道路建設をプロジェクト期間中に利用できるよう、

2019 年 4 月までに確実に完工するため、進捗管理のサポートを行うこと。その際、INPA は特に

道路建設に際して周囲への環境影響をもたらさないように留意すること。また、当初計画にあ

った道路ゲートについても INPA が可及的速やかに設置すること。 
 
３）エコツアーの実施 

2019 年 5 月、6 月に予定しているエコツアーを通してツアーガイドに必要な知識とスキルを

評価、かつ、料金回収から費用便益を分析すること。その結果を踏まえて、質及び財政的な持

続性の両面において、エコツアーをさらに改善していくこと。加えて、エコツアーによる環境

負荷についてもモニタリングし、その影響を最小限に抑える対策を行うこと。 
 
プロジェクト終了後 
４）フィールドミュージアム運営のための資金メカニズム 
フィールドミュージアムの安定的な運営に向けて、エコツアー、施設利用、研修などからの

収益を個別の施設運営・維持管理のみならず、フィールドミュージアムのさらなるネットワー

ク化やプログラムの実施に充当できるようなメカニズムを構築すべきである。それには第三者

機関への委託を含む資金メカニズムを構築することが望ましい。 
 
５）INPA における他の研究グループの参加 

INPA 内のさまざまな研究分野の研究者や地域社会の関係性をより強化し、フィールドミュー

ジアムのネットワークを拡大し、活動を推進していくべきである。 プロジェクトの研究者を超

えて、INPA 内でフィールドミュージアムの構想を広げ、さらに国際レベルで INPA がこの構想
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を広げるリーダーシップをとることが望ましい。 
６）フィールドミュージアムの拡大とそのコンセプトの普及促進 
生物多様性保全の効果的なモデルの 1 つとして、ブラジル内外へフィールドミュージアム構

想を普及させることが望ましい。 
 
日本側への提言： 
１）フィールドミュージアムの広報活動促進 
プロジェクト終了後も可能な範囲で在ブラジル日本大使館、在マナウス日本領事館、JICA 事

務所および JICA 本部が、INPA と連携して行フィールドミュージアムの広報活動を支援するこ

と。 
 
３－７ 教訓 
１）運営委員会の早期立ち上げかつ活用 
本案件では、終了時評価の段階でフィールドミュージアムの運営委員会が未設立だったため、

持続可能性の評価が下がることになった。プロジェクト終了後も継続する運営委員会を設立す

る場合、プロジェクトの前半で設立し、プロジェクト実施中にその会合において方針や計画を

明確化し、中間評価時にその役割及び検討事項をいったん評価することが必要である。さらに、

プロジェクトの後半において案件終了後の方向性を同委員会にて検討してし、終了時評価時に、

持続性の観点からその方向性に対して評価・提言をすることが望ましい。 
 
２）SATREPS 案件における施設建設の位置づけ 
終了時評価時点では、建設・整備した施設を基盤としたプロジェクト成果に関する具体的な

調査研究は限定的で、また、複数の施設・道路建設及び展示物の工事が終了していないため、

これらをネットワーク化及び活用した社会実装としての環境教育やエコツーリズムのプロジェ

クト活動は実施されていなかった。 
SATREPS 案件における施設建設は、プロジェクトおよび JICA 側に相応の作業負担が生じるこ

とを前提に、プロジェクト期間内の研究及びその成果の社会実装のために必要不可欠なもの、

かつ、その活用に向けてプロジェクトの前半で完工する工程とする点を案件開始時に確認する

ことが重要である。 
 
３）施設建設に関するガイドラインの作成または条件設定 
施設建設に関し、案件開始前は仕様が決まっておらず、よって積算根拠が不十分で、結果的

に大幅な増額となり建設が行えない施設があった。建設に至ったものについても、プロジェク

ト関係者が JICA の調達基準にあう仕様作成のために相当の時間と予算を費やし、調査研究や社

会実装への予算や専門家渡航人月等の投入に対して調整を余儀なくされた。また、JICA 本部及

び事務所においても上記調整とともに、調達手続きの負担が大きかった点は否めない。 
SATREPS における施設建設は、上記２．にあるとおり、プロジェクト期間内の調査研究および

社会実装に直接関連するものとし、かつ、JICA による調達基準をある程度満たす仕様と積算を

案件提案時に求める、あるいは、プロジェクトの投入に施設建設及び施工監理が担える専門人

材を含む等、JICA および JST として SATREPS 案件における施設建設方針に関するガイドライ
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ンを定めることが望ましい。 
 
３－８ フォローアップ 
特になし 

以上 
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第1章 終了時評価調査の概要 

 
１－１ 調査の背景 
昨今、我が国の科学技術を活用した地球規模課題に関する国際協力の期待が高まるとともに、

日本国内でも科学技術に関する外交の強化や科学技術協力における ODA 活用の必要性・重要性

がうたわれてきた。このような状況を受けて、2008 年度より「地球規模課題に対応する科学技

術協力」事業が新設された。本事業は、環境・エネルギー、防災及び感染症を始めとする地球規

模課題に対し、我が国の科学技術力を活用し、開発途上国と共同で技術の開発・応用や新しい知

見の獲得を通じて、我が国の科学技術力向上とともに、途上国側の研究能力向上を図ることを目

的としている。また、本事業は、文部科学省、独立行政法人科学技術振興機構（以下、JST）、外

務省、JICA の 4 機関が連携するものであり、国内での研究支援は JST が行い、開発途上国に

対する支援は JICA が行うこととなっている。 
本プロジェクトにおいて対象地域となる熱帯雨林は、地球上で最も生物多様性の高い生態系で

あり、陸地面積の 6％に満たないにも関わらず、全生物種の半数以上が生息していると推定され

ている。その中でも特にアマゾン川流域は地球上に残された熱帯雨林の半分以上に相当し、これ

までに知られている生物種のおおよそ 10％が生息する生物多様性の高い地域である。一方で 50
年間に森林面積の 17％が失われ（WWF）、2005 年～2010 年の年間森林減少率は 0.42％（FAO 
2000）と、引き続き高い割合での森林減少が続いており、それに伴った生物多様性の減少が危惧

されている。 
本プロジェクトの中心となるアマゾン川流域最大の都市であるアマゾナス州の州都マナウス

は、アマゾン川最大の支流であり本流とは大きく水質の異なるネグロ川との合流点に位置するた

め、周辺にはアマゾンマナティーやアマゾンカワイルカ等の貴重な水生哺乳類を含むアマゾン川

でも特に多様で貴重な自然環境を有しているが、200 万人近い人口を抱え、急激な都市部の拡大

により貴重な生態系の危機に瀕している。 
この地域における生態系と生物多様性の危機を解決するには生息環境の研究や保全を進める

ことに加え、地域の環境に関する正確な情報にもとづいた環境教育によって都市住民の環境リテ

ラシーを高め、地域に適合した環境政策を立案・採用する事が不可欠である。 
近年、先進諸国では、一部の先進的な動植物園・水族館が、環境教育や地域生態系の研究・保

全のセンターとしての役割を担うようになってきたが、現状アマゾン川の中心都市であるマナウ

スには通常の動植物園・水族館さえ存在しない。また、アマゾン川の水は濁って透明度が低いこ

とから直接観察が困難なため、この地域の魚類や水生哺乳類の生態、特に水中での生態はほとん

ど未解明である。 
この様な状況の中、本プロジェクトは国立アマゾン研究所（INPA）と京都大学との共同研究の

もと、自然環境、もしくは半自然環境を活かした自然観察研究施設と保護区を結び、統合的に活

用するネットワーク型“フィールドミュージアム ”を整備し、アマゾン川及び流域熱帯林の生態

系を解明するとともに、フィールドミュージアムを活用した地域社会への環境教育の実施及び普

及を進める。またエコツーリズムを活用し経済的にも貢献することにより、フィールドミュージ

アムを核とする都市型ヒトと自然の共生モデルを構築することを目指して要請がなされ、日本政

府により正式に採択されるに至ったものである。 
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１－２ 調査の目的 
本調査は、2019 年７月の案件終了まで約半年となったことを踏まえ、これまでのプロジェクト

活動の進捗状況、目標の達成状況を確認の上、残りの協力期間における活動計画等についてプロ

ジェクト関係者と協議を行うことを目的とする。具体的には以下を実施する。 
（１） これまでのプロジェクト活動の実績、成果、課題について、現地調査を通じその達成状況

を整理、把握する。 
（２） 先方側、日本側プロジェクト関係者と残りの協力期間の課題について協議を行う。 
（３） これらの結果を整理し、JCC にて報告する。 
なお、本案件はブラジル側との合同評価を実施する旨がR/D に記載されており、ブラジル側か

らも少なくとも１名が評価に加わることとなる。また、本案件はSATREPS 案件であることから、

JST との合同で終了時評価を実施する。 
 
１－３ プロジェクトの概要 
本事業は、国立アマゾン研究所（INPA）と京都大学 野生動物研究センターとの共同研究のも

と、自然環境、もしくは半自然環境を活かした自然観察研究施設と保護区を結び、統合的に活用

するネットワーク型「フィールドミュージアム」を整備するものである。この事業では、アマゾ

ン川及び流域熱帯林の生態系を解明するとともに、フィールドミュージアムを活用して地域社会

への環境教育を推進し、さらに、エコツーリズムの開発・実施を通じて経済的にも地域社会に貢

献するような、フィールドミュージアムを核とする都市型ヒトと自然の共生モデルを構築するこ

とを目指している。 
 
１－４ 評価の方法 
１－４－１ 評価の枠組みと評価基準 
本終了時評価調査では、「JICA 事業評価ガイドライン」を指針として、プロジェクトの実績

と実施プロセスを把握し、プロジェクトの妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性を総

合的に検証した。 
 

 

（１） 妥当性 

 妥当性は、プロジェクトの上位目標やプロジェクトの目標が、ブラジル国の政策、日本国の対ブラジル国協

力方針、ターゲットグループのニーズに合致しているか否か、プロジェクトアプローチとしての適切さ等を評

価する。 

（２） 有効性 

 有効性は、プロジェクトによって産出された成果により、どの程度プロジェクト目標が達成されたのか、あ

るいは達成が見込まれるのか等を評価する。 

（３） 効率性 

 効率性は、実施過程の中で様々な投入がいかに効率的に成果に結びつけられたか、人的投入、物的投入、研

修等の各側面から評価する。 
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（４） インパクト 

 インパクトはプロジェクト実施の結果、起こる影響や変化を評価する視点である。インパクトは上位目標に

対する影響のほか、直接的・間接的な影響・変化、望ましい、あるいは望ましくない影響・変化など様々な側面

が含まれる。 

（５） 持続性 

 持続性は、外部からの支援がなくなった段階でもプロジェクトの便益が持続するかどうかという視点におい

て評価する。 

 
 
１－４－２ 評価のプロセス 
本評価調査にあたっては、評価グリッドにおいて設定した調査項目/サブ項目への調査・検討

を中心に据えながら、日本・ブラジルからの合同評価団によって調査を実施した。現地調査で

は、プロジェクトの記録や各種資料の精査に加え、日本人専門家、カウンターパートである

INPA や UFAM（アマゾナス連邦大学）の研究者に対する質問票や聞き取り調査等を通して、

本評価調査に必要な情報収集を行なった。 
加えて、本プロジェクトによって建設もしくは改修された/される予定の施設（ZF2 タワー、

クイエイラス・フィールドステーション、ZF2 エリアとクイエイラス間の道路予定地、マナテ

ィータンク用の浄水施設、科学の家）および科学の森を実見した。 
 
１－４－３ 評価設問と必要なデータ・評価指標 

  本調査における主要な調査項目は、評価 5 項目に即した下表の内容である。また、必要な情

報・データについては上述のとおり、多様な関係者への質問票回答依頼、聞き取り調査、なら

びにプロジェクトが作成した資料に拠った。 
 
表 1-1 終了時評価の主要な調査項目 

5 項目 サブ項目 

妥当性 ブラジル国政策との整合性 

 日本の援助方針との整合性 

 ターゲットグループ・ニーズ（ブラジル政府） 

 C/P としての妥当性 

 プロジェクト・デザインの適切性 

 日本の技術の優位性・経験蓄積の有無 

有効性 プロジェクト目標および成果達成の見込み 

 達成にかかる貢献要因 

 達成にかかる阻害要因 

 外部条件の充足 

効率性 人的投入（日本・ブラジル国側） 

 物的投入（日本・ブラジル国側） 

 本邦研修の効果 
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 調達機材の効果・妥当性 

 その他の効率性促進要因 

 重複活動の有無 

インパクト 上位目標達成見通し 

 波及効果（政策、組織、制度、財政、社会、経済、環境） 

持続性 政策面 

 技術面 

 組織面 

 財政面 

 社会経済面 

 
 １－５ 合同終了時評価調査の構成 

 氏名 分野 所属 
日本側 
1 見宮 美早 総括 地球環境部 自然環境第二チーム 課長  
2 小此木 宏明 評価計画 地球環境部 自然環境第二チーム 
3 十津川 淳 評価分析 佐野総合企画株式会社 海外事業部 部長 
4 安岡 善文 SATREPS 計画・評価 科学技術振興機構（JST）国際部 研究主幹 
5 寺南 智弘 SATREPS 計画・評価 科学技術振興機構（JST）国際部 調査員  
ブラジル側 

7 
Dr. Bazilio Frasco 
Vianez 

Leader 
Coordinator, Coordination of cooperation and exchange 
of INPA 

 
１－６ 終了時評価調査日程（2018 年 11 月-12 月） 

日付 曜日 見宮 小此木 安岡 寺南 十津川 

11 月25 日 日 
 

マナウス着 

11 月26 日 月 
 

キックオフミーティング、日本人研究者へ

のインタビュー、INPA 施設見学 

11 月27 日 火  C/P インタビュー（水生哺乳類チーム）、

INPA 施設見学 

11 月28 日 水  C/P インタビュー（設計・エンジニアリン

グ、魚チーム） 

11 月29 日 木  C/P インタビュー（森林哺乳類チーム） 

11 月30 日 金  合同評価団打合せ 

12 月1 日 土  着   報告書作成 

12 月2 日 日 
 

報告書 マナウス着 報告書作成 

12 月3 日 月 
 

研究者インタビュー・INPA施設見学 
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12 月4 日 火 
 

研究者インタビュー 

12 月5 日 水 着 研究者インタビュー 

12 月6 日 木 ミニッツ協議 

12 月7 日 金 ZF2タワー・ZF2 エリア視察 

12 月8 日 土 ミニッツ作成 

12 月9 日 日 クイエイラス・フィールドステーション視察 

12 月10 日 月 ミニッツ協議・INPA所長表敬 

12 月11 日 火 ミニッツ協議 

12 月12 日 水 JCC 

12 月13 日 木 マナウス発 総領事館報告 

大使館報告 

JICA 事務所報告 

12 月14 日 金 ブラジリア発 マナウス発 
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第 2 章 プロジェクトの実績 
 
２－１ 投入の実績 
日本・ブラジル双方の投入の概要は、下表のとおりである。 

 
表 2-1 日本側およびブラジル側による投入実績一覧 （終了時評価時点：2018 年 12 月） 

項目 概要 

ブ
ラ
ジ
ル
側 

人材 

＊ プロジェクトダイレクター 
：INPA 所長  

＊ プロジェクトマネージャー 
：INPA 研究者（水生哺乳類ラボ長） 

＊ カウンターパート 
：45 人（INPA、UFAM） 

施設機材 ＊ プロジェクト事務所（INPA 内） 

事業費 
＊ マナティー飼育費（餌、スタッフ雇用）、カウンターパート旅費、事務所光熱費、

クイエイラス・フィールドステーション設計コスト 

日
本
側 

人材 
＊ 専門家派遣 
（短期専門家） 22 人、計 76.73M/M 

 （長期専門家） 1 人（常駐）  
施設・設

備・機材 
＊ LIDO（音響モニタリングシステム）、トラップ用カメラ、データロガー、車輌、水

質測定器など 

本邦研修 ＊ 1 名 

事業費 ＊ 施設建設等を含め、約 5,750 万レアル（=約 150 万US ドル） 

 
２－２ アウトプットの達成度 
アウトプット（成果）の達成状況は以下のとおりである。 

 
表 2-2 成果 1 の達成状況 

成果 1：対象地域の代表的生物・生態系の研究・保全が、アマゾンにおいて新規開発手法によ

って促進される 
指標 達成状況 
1-1.  対象地域の生物研究

のために開発された

新規手法（10 種類以

上） 

指標 1-1 は既に達成済みである。 
これまでプロジェクトでは下記 13 種類の新規手法を開発した。 
 
1. 音声解析によるマナティーの採食行動解析法 
2. 加速度センサーを利用したマナティーの三次元水中行動解析

法 
3. マナティーの子供の音声による個体識別検証のためのプレイ

バック実験 
4. アマゾンマナティーのソフトリリーシング手法による野生復

帰 

－ 6 －



7 
 

 
5. 小型音声ロガーによるアマゾンカワイルカ の行動分析法 
6. 加速度センサーを利用したアマゾンカワイルカ の三次元水

中行動解析法 
7. 光学的心拍数記録装置とラジオトラッキングによる野生ナマ

ケモノの活動パターン解析法 
8. 小型シーケンサーによるマナティーの全ゲノム解析法 
9. ゲノム解析によるマナティーの個体群変遷解析法 
10. 音声解析によるカワイルカと魚類検出法 
11. 機械学習による水中音解析・データロガーによるブラックウ

ォーター濃度記録法 
12. 鱗のサイズと形態分析によるピラルクの全長推定法 
13. ホルモン利用による電気魚の飼育下繁殖法 
 

1-2.  関連分野の論文数

（10 以上）。 
 

指標 1-2 は終了時評価時点において概ね達成されており、プロジ

ェクト終了までに達成する見込みが高い。 
 
終了時評価時点において、掲載済みの論文が 4 本、書籍が 4 点、

審査中の論文が 4 本、投稿準備を進めている論文が 9 本ある（下

記論文・書籍における下線は、本プロジェクトの専門家およびカ

ウンターパートであることを示す）。 
 
1. 掲載済み論文および書籍 
1) Yamamoto, Y., Akamatsu, T., Silva, V. M. & Kohshima, S. 
(2016), Local habitat use by botos (Amazon river dolphins, Inia 
geoffrensis) using passive acoustic methods. Marine Mammal 
Science, 32(1), pp. 220-240. 
2) Yamamoto, Y., Akamatsu, T., Silva, V. M., Yoshida, Y. & 
Kohshima, S. (2015), Acoustic characteristics of biosonar 
sounds of free-ranging botos (Inia geoffrensis) and tucuxis 
(Sotalia fluviatilis) in the Negro River, Amazon, Brazil. The 
Journal of the Acoustical Society of America, 138(2), pp.687-
693. 
3) Pires, T. H. S., Farago, T. B., Campos, D. F., Cardoso, G. M. & 
Zuanon J. (2016), Traits of a lineage with extraordinary 
geographical range: ecology, behavior and life-history of the 
sailfin tetra Crenuchus spilurus, Environmental Biol. Fishes, 
99(12), pp.925-937. 
4) Noemia K. Ishikawa, Yumoto T. & William E. Magnusson 
(2016), Embaúba: Uma árvore e muitas vidas, Escrituras 
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Editora e Distribuidora de Livros Ltda, São Paulo. pp.48 
5) Souza, D. A., Silva, V. M., Amaral, R. S., Kikuchi, M, Neto, 
J.A. & Rosas, F. C. W. (2018), Re-introduction of captive-raised 
Amazonian manatees in Brazil. In: Soorae P. S. (Ed.), Global Re-
introduction Perspectives:2018. Case studies from around the 
globe. Gland, Switzerland: IUCN/SSC Re-introduction 
Specialist Group and Abu Dhabi, UAE: Environment Agency-
Abu Dhabi, pp.187-191. 
6) Kikuchi, M. (2014), Chronicle from the site for conservation 
vol.18; Aiming toward relocation of captive Amazonian 
Manatees. (in Japanese); In WWF Japan report Sep-Oct 2018, 
Tokyo JP, pp.13-16. 
7) Yamamoto, Y. (2016), Dolphins inhabiting in river. (in 
Japanese); In Dolphin & Whale studies 2. Kanagawa JP, Tokai 
University Press, 2016, pp136-147. 
8) Kikuchi, M. (2016), Detection of manatee feeding events by 
chewing sounds. (in Japanese); In Society of Bio-logging Science 
(Eds.) Bio-logging 2; Investigate unknown world of animals, 
Kyoto JP, Information design associates Kyoto, pp.154-157. 
 
2．審査中論文 
1) Kikuchi, M., Souza, D.A., Sousa-lima, R. & Silva, V.M., Vocal 
recognition to the specific individual by calves in Amazonian 
manatee (Trichechus inunguis). (submitted to The Journal of 
the Acoustical Society of America on Aug.2018) 
2) Muramatsu, D., Sawada, A., Yabe, T. & Gordo, M., Smaller 
individuals requiring a larger home range? A possible relation 
to size-specific food-exploring abilities of sloths in the Amazon 
rainforest. Leandro Vieira Vidal. (submitted to Journal of 
Zoology on Oct. 2018) 
3) Borghezan, E. A., Silva Pinto, K., Zuanon, J. & Pires, T.H.S., 
Someone like me: size-assortative pairing and mating in the 
sailfin tetra Crenuchus spilurus. (submitted to Behavioral 
Processes on Sep. 2018) 
4) Oliveira, J.J.S., Vargas-Isla, R., Cabral, T.S., Rodrigues, D. P. 
& Ishikawa, N. K. (2019), Progress on the phylogeny of the 
Omphalotaceae: Gymnopus s. str., Marasmiellus s. str., 
Paragymnopus gen. nov. and Pusillomyces gen. nov. 
Mycological Research, accepted.in revision. 
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3．投稿準備中論文 
1) Kikuchi, M., Gonzalez-Socoloske, D., Souza, D.A., Okrucky, 
R. S., Olivera-Gomez, L.D. & Silva, V. M. F., Characteristics of 
the chewing cycle duration in Amazonian and Antillean 
manatees.  
2) Pires, T.H.S., Cunha, S. L. R., Borghezan, E. A., Leitão, R. & 
Zuanon, J., Sensory drive in colorful waters: morphological 
variation suggests combined natural and sexual selection in an 
Amazonian fish.  
3) Ohba, S., Ishihara, T., Kosaka, N., Sasai, T., Baba, K. & 
Ikeda, T., Total body length estimation by single scale size of 
Pirarucu, Arapaima gigas. (in Japanese)  
4) Muramatsu, D., Sawada, A., Yabe, T. & Gordo, M., Movement 
pattern of wild three-toed sloth, Bradypus tridactylus. Leandro 
Vieira Vidal. 
5) Muramatsu, D., Sawada, A., Vidal, L. V., Yabe, T. & Gordo, 
M., Activity pattern and thermoregulation of wild sloths: How 
do they manage with little energy?  
6) Take, M., Yumoto, T., Barnett, A.A., Gordo, M. & Spironello, 
W.R., Comparison of the diets among three sympatric primate 
species in an urban fragmented forest in Manaus, Brazilian 
Amazon. Acta Amazonica.  
7) Oliveira, J.J.S., Vargas-Isla, R., Ikeda, T., Andriolli, F.S., 
Cardoso, J.S., Cabral, T.S., Rodrigues, D. P., & Ishikawa, N. K., 
Mycena sp. Amazon bioluminescence., Mycoscience(Acta 
Amazonica) 
8) Oliveira, J.J.S., Vargas-Isla, Cabral, T.S., Rodrigues, D. P., & 
Ishikawa, N. K., A new species of genus Gymnopus; Gymnopus 
Kopenawa. Mycoscience. 
9) Ishikawa, N. K., Ikeda, T., Baniwa A., Bruno, A. C., Brilhos 
na Floresta 
 

1-3. アマゾンマナティー

の野生復帰プログラ

ムによるリリース数

（10 頭以上）。 
 

指標 1-3 は既に達成済みである。 
これまでに以下のとおり、マナティーのリリースを行なった。 
・ 2016 年 2 月 4 頭 
・ 2017 年 4 月 5 頭 
・ 2018 年 4 月 10 頭 

（計 19 頭） 
プロジェクトでは、2019 年のプロジェクト終了までに更なるリリ

ースを目指している。 
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1-4. 環境教育プログラム

教材が開発、実行され

る（4 プログラム以

上）。 

指標 1-4 は概ね達成されている。 
プロジェクトが整理した環境教育プログラムとして以下が挙げら

れる。 
 
環境教育プログラム： 
1）コミュニティ対象環境教育プログラム 
プログラムのコンセプ

ト 
地域住民のマナティー保全に対する関心と理解を深める。 

プログラム対象者 コミュニティ住民 
【指標該当部分】 
開発済み教材 

マナティー放流事業に関する教材 
①放流ドキュメンタリービデオ 
②地元住民への各種啓発教材セット 
（マナティー模型、マナティー塗り絵、生態等を記載した

ブローシャー等） 
【指標該当部分】 
実績 

放流時にプルス川流域の３カ所のコミュニティでマナテ

ィー保全に関する同プログラムを実施（2016年2月、2017
年3 月、2018 年3 月）。計1,800 名以上が参加。 

 
2）子ども対象環境教育プログラム 
プログラムのコンセ

プト 
都市部の子どもたちに、森の生き物のことを分かりやすく

伝え、自然に対する興味や保全の必要性に対する理解を持

つきっかけを提供する。 
プログラム対象者 マナウス市やその周辺の子ども 
【指標該当部分】 
開発済み教材 

①「セクロピア 一本の木、たくさんの命」（出版済、多言

語表記ポルトガル語、日本語、英語） 
②ボスケのサル類の生態に関するポスター 
③動物のカメラトラップ画像 
 
（作成中） 
クイエイラスで採取した光るキノコの絵本 

【指標該当部分】 
実績 

①2018 年 10 月に、科学の森で州立中学校の生徒（12 歳

から14 歳）45 名を対象に同書籍を使った環境教育ブログ

ラムを実施した。 
 
②・③INPA で開催された環境教育イベント Virada 
Sustentável （持続可能性への転換）で 2016 年および

2017 年に実施。それぞれ約500 名参加。 

 
3）一般対象環境教育プログラム 
プログラムのコンセプ

ト 
各研究拠点の活動成果を、一般の人々に分かりやすく説明

し、生物多様性保全への機運を高める 
プログラム対象者 一般市民、旅行者 
【指標該当部分】 
開発済み教材 

① フィールドガイドブック（クイエイラスフィールド研

修にて作成） 
② ガイドブック「クイエイラス上流部の浸水林」 
 
（計画中） 
・「科学の家」の新展示 
・ガイドブックおよび科学の家や科学の森で活用できる

QR コードを用いたガイドアプリケーション 
【指標該当部分】 ① 2018 年7 月の研修実施と並行して作成、活用。 
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実績 ② 2018 年7 月の研修実施時に参加者に対して活用 

 
上記のとおり、環境教育教材が開発、利用されており、今後プロ

ジェクト終了までには一般対象向けの環境教育プログラムも更に

充実することが期待できる。 
 

1-5.  新しい研究手法につ

いての研修プログラ

ムが開発される（1 プ

ログラム以上）。 
 

指標 1-5 は既に達成済みである。 
以下の研究手法にかかる研修プログラムが開発されている。 
 
研究手法 研修プログラム 実績 
マナティーのソフト

リリーシング 
ソフトリリーシングによる

野生復帰法の研修 
ブラジル国内の NGO や水

族館関係者を対象に2016、
2017、2018 年に実施。 

ラジオテレメトリーとバイ

オロギング手法を使ったマ

ナティーのモニタリング法

の研修 

プルス川コミュニティの漁

師に対して実施。 

ナマケモノの行動把

握 
ラジオテレメトリー手法を

使ったナマケモノのモニタ

リング法の研修 

UFAM の学生に対して実

施。 

マナティーのゲノム

解析 
ゲノムPSMC 手法の研修 INPA の研究者・学生に対

して日本人研究者が講座を

実施。 
 

1-6.  研修に満足した人数

（受講者の 80％以

上）。 

指標 1-6 は既に達成済みである。 
これまでプロジェクトが実施した研修における、受講者の満足度

は以下の通りである。全ての研修で 80%以上から「満足」、もし

くは「非常に満足」との回答を得ている。 
 

 非常に満

足 
満足 その他（普

通もしく

は不満） 
クイエイラスにおけるフィールド実習

（2018 年7 月） 
   

 Natural history course： 
参加者18 人中14 人回答 

85.7% 7.1% 7.1% 

Scientific illustration course： 
参加者 8 人中7 人回答 

71.4% 14.3% 14.3% 

ラジオテレメトリー手法を使ったマナティ

ーのモニタリング：  
参加者4 人中4 人回答 

75% 25% 0% 

心拍ロガーおよびラジオトラッキングによ

るナマケモノのモニタリング手法 
参加者3 人中3 人回答 

100% 0% 0% 

 
 

評価総括:  
成果 1 は終了時評価時点において概ね達成されている。 
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アマゾンにおける生物・生態系研究のための新規手法が、これまでに 13 種類開発されてい

る。また、これら手法を通した研究成果が終了時評価時点において 4 本の国際論文で発表され

ており、加えて 4 点の書籍が掲載・発行済みである。 
また、これらの新規開発手法の実施を通して、マナティー野生復帰プログラムの例に見られ

るような生物・生態系保全にかかる成果が確認できる。具体的には、絶滅危惧種であるマナテ

ィー野生復帰プログラムにおいて、半野生環境下での飼育方法を導入したり、音響を利用した

行動モニタリングといった新規手法を利用したりすることによって、マナティーの野生復帰に

かかる成功事例を増加させることに成功した。また、アマゾンカワイルカについても水中行動

モニタリングを行ない、これまで解明されていなかった、アマゾンカワイルカの生態が明らか

となった。 
論文執筆や環境教育活動の更なる促進といった点は残されているものの、成果 1 は順調に進

捗していると評価できる。 
 

表 2-3 成果 2 の達成状況 
成果 2：フィールドミュージアムのコンポーネントが構築され、研究・環境教育・研修・保全

のためにネットワーク化される 
指標 達成状況 
2-1. 各拠点の基盤となる

施設が整備され、運営が

なされる（5 施設以上）。 

指標 2-1 は達成に向けて進捗しており、プロジェクト期間中に達

成する見込みが高い。 
 
プロジェクトが優先する拠点のうち、下記 5 つの施設で整備が進

んでいる。 
施設名称 進捗 運営状況 
ZF2 タワー 2017 年6 月改修完了 INPA の利用規定によ

る管理が行われている 
クイエイラス・フィールドステ

ーション 
2018 年3 月完工 INPA が警備員を配置

するなど運営維持管理

を開始済。また近隣コ

ミュニティの住民が研

究活動を支援している

（研究支援、建築作業

等） 
ZF2・クイエイラス間の道路 2019 年 4 月完工に向け

て工事中 
INPAによるZF2内の

道路のメンテナンスが

定期的に行われている 
マナティー浄化水槽 2018 年5 月完工 INPA、特に水棲哺乳

類ラボラトリによる管

理が行われている 
科学の家の展示改善 2019 年 4 月完工に向け

て工事中 
改装前からINPAが管

理している 

 
ZF2 タワーとマナティー浄化水槽、クイエイラス・フィールドス

テーションに関しては、INPA の規定に即して順調に稼働、活用

されている。今後、科学の家およびZF2・クイエイラス間の道路
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についてもプロジェクト終了までの完成が見込めるとともに、そ

れら施設は INPA の規定に従って活用されると考えられる。 
 

2-2. フィールドミュージ

アムの展示活動とコンテ

ンツが研究成果に基づい

て開発される 

指標 2－2 は達成に向けて進捗しており、プロジェクト期間中に

達成する見込みが高い。 
研究成果に基づいて、以下 6 つのテーマにかかる展示コンテンツ

の作成が進められている。終了時評価時点においては、日本、ブ

ラジルの両国関係者で、展示におけるコンセプト、写真/イラスト、

説明文章など、具体的な内容を決定する段階に進んでいる。  
 
研究成果に基づく展示コンテンツ 
1) 野生復帰プログラムにおけるマナティーの行動研究 
2) 科学の森における植物とサルの関係研究 
3) アマゾン魚の行動および生態研究 
4) アマゾン熱帯雨林（テラフィルメ）におけるフタユビナマケモ

ノ、ミユビナマケモノの省エネルギー行動戦略、自然史、生態 
5) クイエイラスにおける哺乳類とその環境利用 
6) クイエイラスにおける植物およびキノコ類 
 

評価総括:  
成果 2 は達成に向けて進捗している。 
本成果は、①コンポーネントを構築すること（研究成果に基づく展示内容の決定：ソフト面）、

②フィールドミュージアムの施設をネットワーク化すること（各拠点施設の整備：ハード面）

の二つの内容から構成されているものと解釈できる。 
 
①コンポーネントの構築について、プロジェクトは既にマナティーやカワイルカ、ナマケモ

ノ等の生態研究や野生復帰プログラムで多様な研究成果を挙げている。そして、これら成果は

科学の家を中心として展示される計画である。そのため、①のコンポーネントの構築はプロジ

ェクト期間中に完了する見込みが高い。 
また、②コンポーネントのネットワーク化についても、完工時期そのものは当初計画に比し

て著しく遅延したものの、終了時評価時点において各拠点施設は完工もしくはプロジェクト終

了までに完工する見込みが立っている。ハード面の観点からのネットワーク化については、プ

ロジェクト期間中に完了すると考えられる。 
以上から、成果 2 は達成に向けて進捗しており、プロジェクト期間中に達成する見込みが高

いといえる。 
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表 2-4 成果 3 の達成状況 
成果 3：フィールドミュージアムの運営プログラム及びマネジメントシステムが構築される 
指標 達成状況 
3-1. 適切な運営委員会が

組織化される(メンバー構

成と機能、INPA 内におけ

る委員会の制度化） 

指標 3-1 は達成に向けて進捗しており、プロジェクト期間中に達

成する見込みが高い。 
プロジェクトでは最初のステップとして科学運営委員会を設置し

た。これは研究プロポーザルの審査、監督、施設建設のデザイン

を検討すること等を目的として設立したものである。同委員会は

プロジェクト活動を推進する役割を果たした。 
他方、フィールドミュージアムにかかる運営管理の役割を担う、

恒久的な組織である運営委員会はその必要性に関する合意形成の

遅延から未だ設立準備の段階に留まっている。 
終了時評価時点において、委員会の設立文書を INPA 所長に提出

済みであり、所長の承認を待っている段階にある。 
 

3-2. 参加型のエコツーリ

ズム及び環境教育の種類

と内容がフィールドミュ

ージアムの概念に沿った

適切なものである。 
 

指標 3-2 は達成に向けて進捗しており、プロジェクト期間中に達

成する見込みが高い。 
 
環境教育については、成果指標 1-4 に示したように、多様な環境

教育教材が既に作成されており、それらはコミュニティ等の主体

的な参加を求めるフィールドミュージアムの概念に即したものと

なっている。また、環境教育活動の実績の側面からも、例えばマ

ナティーの野生復帰リリースの前に実施するコミュニティ向けの

環境教育は、研究者からの一方的な説明ではなく、コミュニティ

の人々にも保全を担う当事者意識を持ってもらうべく、参加型の

コンセプトに基づいて実施されている。 
他方、エコツーリズムについては、2019 年 5～6 月に第一回目の

エコツアー実施を計画しているが、現在のところはまだ構想段階

に留まっている。エコツーリズムもフィールドミュージアムの概

念に即した内容となることが予想できるが、今後の実施を通して

同指標の達成が最終的に確認されることとなる。 
なお、終了時評価時点で検討されているエコツアーは、以下の通

りである。このうち、上記 2019 年 5～6 月のエコツアーでは、下

表②と④を融合させたコンテンツが候補に挙がっている。 
 
ツアー 期間 主たる内容 
①科学の森ガイドツアー 1日 ・サルやナマケモノの参加型調査研究 

・マナティーの飼育施設の訪問を通じて、野

生復帰事業について学ぶ 
・科学の家の新展示 

②フィールドステーショ 1 日～1 ・クイエイラス・フィールドステーションに
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ン滞在ツアー 週間  滞在し、自然史について学ぶツアー 
③マナティー野生復帰ツ

アー 
1 週間

～ 
・プルス川での放流に同行するツアー 

④ZF2 タワーガイドツア

ー 
1 日 ・森林上層部観察やバードウォッチングな

ど 
 

 
3-3. エコツーリズム及び

環境教育のための専門家

育成研修プログラムの開

発と実施（15 人以上） 

指標 3-3 は既に達成済みである。 
環境教育ならびにエコツーリズムのためのガイド育成プログラム

（フィールドコースプログラム）が設けられており、2018 年にク

イエイラス・フィールドステーションにおいて実施された。参加

者は指標の目標数値を超える 26 名に至った。 
 
フィールドコースプログラムの実施 
2018 年 7 月に 2 週間にわたってクイエイラス・フィールドステ

ーションにおいてフィールドコースプログラムが開催された。 
同プログラムはクイエイラスの自然環境、動植物の生態を学ぶこ

とを主眼としたものであり、環境教育専門家およびエコツーリズ

ム専門家の双方に必要となる知見、情報に焦点を当てている。つ

まり、上記プログラムは、環境教育専門家とエコツーリズム専門

家の両者に対応するプログラムであり、かつ専門家に至るまでの

基本段階に位置付けられる育成プログラムといえる。 
なお、今後は環境教育専門家およびエコツーリズム専門家それぞ

れに特有の専門知識の習得も求められることになる（例えばエコ

ツーリズムであれば、どの季節に何を、どのように紹介するかと

いったプレゼンテーション手法の習得が必要であり、環境教育専

門家であれば、広い視野で地球環境、地域の自然環境への人間活

動のインパクト等を学習するプログラム作成が必要となる）。これ

ら研修は、プロジェクト終了後に INPA 主体で実施していくこと

が求められる。 
 
フィールドコースプログラムのコンテンツ 
2018 年 7 月に 2 週間にわたって開催されたプログラムの概要は

以下の通り。 
 

2018 年 
7 月 

【博物学コース】 
＊ 植物，菌類，鳥，動植物間相互作用 
- 2018 年 7 月 2 日～14 日 
- 参加者：9 人（学生）、9 人（地元住民） 
- 指導者：17 人 
 
【科学的イラストレーション】 
＊ 動植物の学術的な描画法 

－ 15 －
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- 2018 年 7 月 2 日～14 日 
- 参加者：5 人（学生）、3 人（地元住民） 
- 指導者：1 人 
 

 

3-4. 専門家及び学生向け

の参加型研究プログラム

の開発、実施（3 つ以上） 

指標 3-4 は既に達成済みである。 
参加型研究プログラムの実績として、以下が挙げられる。 
 
1．フィールドコースプログラム（於クイエイラス・フィールドス

テーション） 
 クイエイラスのフィールドコースでは、参加者がフィールド研

修時に発見した情報を、そのままガイドブックの主たるコンテン

ツとして採用する仕組みを導入した。これらの情報は研究を支え

る地域生物種データベースとしての役割を果たすことにもなる。

そのため、クイエイラス・フィールドステーションでの活動は研

修としての側面とともに、参加型研究としての側面も併せ持って

いる。 
 
2．ラジオテレメトリーとバイオロギングを組み合わせた手法を

使った住民参加型のマナティーのモニタリング 
ラジオテレメトリーとバイオロギング手法を利用したモニタリ

ングに地元の漁師が参加している。対象が学生ではないが、コミ

ュニティを巻き込んだ参加型の研究かつ保全プログラムに該当す

る。 
 
3．科学の森内での各種サルの分布調査 
科学の森の訪問者が目視にて調査を行い、各種サルの分布デー

タを収集・登録する方法である。結果は科学の家内での展示およ

び長期研究データとして活用される。科学の森の環境教育イベン

トで既に実施した。 
 
4． ラジオテレメトリー手法を使ったナマケモノのモニタリン

グ・マッピング 
ラジオテレメトリーを利用したモニタリング手法であり、

UFAM の学生を中心としてナマケモノの分布情報が寄せられる

仕組みが構築されており、参加型研究の一形態といえる。 
 

評価総括:  

成果 3 は達成に向けて進捗している。 
フィールドミュージアムの「運営プログラム」に該当する、エコツーリズム・環境教育のた

めの研修プログラムや参加型研究プログラムは整備され始めており、進捗が確認できる。 

－ 16 －
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他方、フィールドミュージアムの「マネジメントシステム」については、科学運営員会がプ

ロジェクト開始直後に設立されたものの、フィールドミュージアム全体の運営委員会は終了時

評価時点において未だ設立されていない。終了時評価時点においては、同委員会設立にかかる

INPA 所長の最終承認を待っている段階にある。 
 
【参考】 
 終了時評価調査の期間中に、運営委員会の設立に向けた作業が急速に進展した。現地調査開始

前は運営委員会設立のドラフト案が INPA 所長宛てに提出されていたに過ぎなかったが、調査期

間中に、①運営委員会の準備会合実施（12 月 4 日）、②設立案文章の修正・再提出（12 月 6～7
日）が行なわれた。結果、12 月 12 日の JCC において、運営委員会設立文書に INPA 所長が署

名を行ない、同委員会は正式に設立された。 
ただし、本評価は、合同評価団調査団として 12 月 11 日までの状況に基づき評価結果を最終的

にまとめているため、成果やプロジェクト目標の達成状況、5 項目評価の記述においては 12 月

11 日時点、つまり運営委員会設立以前の事実に基づいた記載となっている。 
 
２－３ プロジェクト目標の達成状況 
 プロジェクト目標にかかる達成状況は以下のとおりである。 
 
表 2-5 プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：アマゾンを代表する生物・生態系の科学的研究成果に基づいた環境保全活

動の核となるフィールドミュージアムの基盤が構築される 
指標 達成状況 
1．ネットワークとして稼

働しているフィールドミ

ュージアム内の施設数（5
つ以上）。 

指標 1 は達成に向けて進捗しており、プロジェクト期間中に達

成する見込みが高い。 
 
施設の建設状況は以下の通りである。 
 

 施設名称 進捗 
① ZF2 タワー 2017 年6 月改修完了 
② クイエイラス・フィールドステーション 2018年3 月完工 
③ ZF2・クイエイラス間の道路 2019 年 4 月完工に向けて現在

工事中 
④ マナティー浄化水槽 2018 年5 月完工 
⑤ 科学の家の展示改善 2019 年 4 月完工に向けて現在

工事中 

 
指標が示す「ネットワークとしての稼働」は、今後本格化させる

べき課題のひとつとなっている。プロジェクトでは、これら 5
つの施設を研究、環境教育、エコツーリズムのために、有機的に

連携できるようネットワーク化を推し進める予定である。 
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分野 ネットワークとしての活用計画 
研究面 ・①②③を活用した浸水林—非浸水林境界域生態系の長期

研究など 
・③は整備中であるが、すでに道路建設予定地にカメラト

ラップを設置しており、①、②、③をつなげた研究活動を

実施中。 
環境教育面 ・研究成果と①②③④⑤施設を活用した教育プログラムの

実施 
・⑤に①②③④の研究成果を集約して展示。2019年4 月

に⑤の新展示が完成した際には、①②で入手した映像や音

声などの野外データを⑤と共有し、豊かなアマゾンの生態

系についてマナウスの市民に紹介する予定。 
エコツーリズム面 ・研究成果と①②③④⑤施設を活用したエコツアーの実施

（2019 年5-6 月にデモツアーを実施予定）。 
注：欄内の丸囲み数字は、上表の施設番号を指す。 

 
2．フィールドミュージア

ムの各拠点で展示するた

めの研究成果が収集、展

示される（5 テーマ以

上）。 

指標 2 は達成に向けて進捗しており、プロジェクト期間中に達

成する見込みが高い。 
これまでに収集された研究成果であり、かつ展示が計画されてい

るものは以下の通りである。 
 

 研究成果 展示場所（予定） 
1 野生復帰プログラムにおけるマ

ナティーの行動研究 
1) 科学の家 
2) 科学の森 

2 科学の森における植物とサルの

相互作用に関する研究 
1) 科学の家 
2) 科学の森 

3 アマゾンの魚類の行動および生

態研究 
1) 科学の家 
2) 科学の森 

4 アマゾンの非浸水林におけるフ

タユビナマケモノ、ミユビナマケ

モノの省エネルギー行動戦略、自

然史、生態 

1) 科学の家 
2) 科学の森 

5 クイエイラス流域における哺乳

類とその環境利用 
1) 科学の家 
2) クイエイラス・フィールドス

テーション 
6 クイエイラス流域における植物

およびキノコ類 
1) 科学の家 
2) クイエイラス・フィールドス

テーション 
 
この他、展示ではないが、プロジェクトでは情報発信としてテレ

ビや新聞といった報道媒体やソーシャルメディアを利用して研究

成果の発信も行っている。発信先は、ブラジル国内にとどまら

ず、日本やカナダ、ドイツなど諸外国に及んでいる。 
 

3．保全プログラムが開発

される（5 つ以上）。 
指標 3 は達成に向けて進捗しており、プロジェクト期間中に達

成する見込みが高い。終了時評価時点において、プロジェクトは

－ 18 －



19 
 

以下 4 点の保全プログラムを開発済みであり、かつ実施中であ

る。 
 
1) マナティー保全（野生復帰）プログラム 

・ソフトリリーシング手法の導入 
2) マナティー保全プログラム  

・短期・中長期モニタリング手法の導入 
3) カワイルカ保全プログラム 

・水中騒音の影響評価の導入 
4) カワイルカ保全プログラム  

・音響解析による水中行動モニタリング手法の導入 
 
この他、終了時評価時点において、「科学の森（都市孤立林）に

おけるフタイロタマリンの採食生態研究に基づく保全プログラ

ム」の開発が進められている。 
 

4．フィールドミュージア

ムを運営する委員会が定

期的に開催され、適正に

機能する（委員会会合の

数、参加人数、会合内

容、委員会によるレポー

ト） 

プロジェクトは指標 4 の達成に向けて進捗しているが、プロジ

ェクト期間中に適正に機能しているか否かの確認は困難と考えら

れる。 
 
終了時評価時点において INPA は運営委員会の設立に向けた最

終作業を進めている。現状の進捗から判断して、同委員会の設立

はほぼ確実と考えられる。しかしながら、プロジェクトの残期間

が限定的であることに鑑みれば、仮に委員会そのものは設立され

たとしても、委員会が適正に機能する状態までをプロジェクト期

間中に確認、評価することは難しいと考えられる。 
5．フィールドミュージア

ムに基づく環境教育活動

に参加した人数（2000 人

以上）。 

指標 5 は既に達成済みである。 
1）プルス川へのマナティー放流に際し、地元コミュニティで環

境教育を行い、およそ 1800 人の住民が参加した。 
・ 2016 年 2 月の放流：約 600 人 
・ 2017 年 3 月〜4 月の放流：約 350 人  
・ 2018 年 3 月〜4 月の放流：約 850 人 
  計 約 1,800 人 
 
2）環境教育イベントVirada Sustentável（持続可能性への転

換） 
・ 科学の森における環境教育イベントVirada Sustentável
（持続可能性への転換）において 2016 年および 2017 年にそれ

ぞれ 500 人に、カメラトラップ画像などのプロジェクト成果を
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利用した環境教育プログラムを実施した。 
  計 約 1,000 人 
 
3）INPA64 周年記念イベント 
・2018 年 7 月 27 日の INPA64 周年記念のイベントにおいて、

マナウス市民 80 人に対して、マナティー放流事業やマナティー

保全に関する啓発プログラムを実施した。 
  計 約 80 人 
 
総計として、これまで環境教育活動に約 2,880 人が参加したと推

測できる。 
 

評価総括: 
プロジェクトは目標達成に向けて進捗している。終了時評価時点での達成状況は「概ね高い」

と評価される。 
 
フィールドミュージアムとしての成立要素 
① 生物・生態系の観察を可能とするハード（施設）があること、②保全プログラムがあり、

機能していること、③研修プログラムがあり、実施されていること、④研究・教育できる人材

が存在すること、⑤運営委員会が存在し、機能していること、⑥各インフラが有機的に繋がっ

ており、一体化していることに拠るメリットがあることといえる。 
 
このように、ハード面、ソフト面（ミュージアムのコンテンツおよびミュージアムの運営の

両視点）が確立されて初めて、フィールドミュージアムが設立されたと評価できる。その考え

に従えば、現状のプロジェクト状況は、上記①から⑥のうち、研究・教育にかかる知見豊富な

人材のもと（④）、施設の整備が進み（①）、保全プログラムや研修プログラムも合わせて整備

され始めており（②と③）、順調に基盤整備が進められていると言える。 
他方、運営委員会の機能（⑤）は、終了時評価時点において具体的な見通しまでは明らかに

なっていない。また、フィールドミュージアムでは各施設が個別に機能するのではなく、各施

設が有機的に繋がるネットワーク化も重要なテーマである。この観点において、終了時評価時

点においては、まだ各施設がインフラ面のみならずソフト面も含めて、完全にネットワーク化

されたとは言えない状況にある（⑥）。 
以上から、終了時評価時点の目標達成度としては「概ね達成された」と評価される。 

 
２－４ 上位目標の達成見込み 
表 2-6 上位目標の達成見込み 

上位目標：ネットワーク型フィールドミュージアムが INPA 及び関係機関によって拡大され、

フィールドミュージアムの概念が、大都市とその近郊の自然地域における人と自然の調和がと

れた共生のモデルとして他の地域に広まる。 
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指標 達成見込み 
1． フィールドミュージ

アム内の拠点数（4 つ以

上） 
 

指標の達成は可能である。 
現在稼働中のクイエイラス・フィールドステーション、ZF2 タ

ワー、科学の森の 3 拠点に加えて、マナティーの野生復帰プロ

グラムの放流地であるプルス川周辺のコミュニティが拠点候補地

として考えられている。 
2． フィールドミュージ

アムの利用者数（年間 20
万以上）。 
(Bosque da Ciência, 
INPA’s website, Cuieiras 
Base) 

指標の達成は可能である。 
終了時評価時点において、下記の利用者数が確認されている。 
 
1）科学の森への来園者数：年間約 10 万人 
2）INPA のホームページ訪問者数：年間約 70 万人 
3）クイエイラス・フィールドステーション：580 人（開所式の

参加者の約 100 人を含む） 
 

達成見込み: 
上位目標を達成する可能性は十分にある。 
新たな拠点候補地の一つは既に定められており、今後フィールドミュージアムの拠点が増え

る可能性は高い。今後、運営委員会を中心として新たな拠点での活動内容など、具体的な議論

を深めていくことが求められる。 
 
２－５ 実施プロセスにおける特記事項 
２－５－１ コミュニケーション 
本プロジェクトにおける専門家とカウンターパートのコミュニケーションは、主に電子メー

ルに拠っていたが、そのやり取りに時間を要し、情報共有や各種の意志決定が遅延するといっ

た例が少なからず見られた。また、ネットを利用した TV 会議の開催も検討されてきたが、両

国間の 13 時間の時差を主因として、これまで実現できないままとなっている。 
他方、プロジェクトでは日本、ブラジル双方でプロジェクト調整員を投入することによって、

このようなコミュニケーションギャップの解消に向けた努力を常時行なってきた。調整員の尽

力により、コミュニケーションギャップに起因したプロジェクト活動への影響は最小限に抑え

られている。また、プロジェクト後半からは若手研究者が長期間滞在するようになったことに

より、直接コミュニケーションを取る機会が増えたことも特記される。 
 
２－５－２ モニタリング 

  モニタリングについては、二つに分けて考える必要がある。一つは、個々の研究分野の活動

にかかるモニタリングである。同モニタリングは各研究グループ内で概ね順調に行なわれてき

た。グループ内の専門家とカウンターパートはプロジェクトの進捗、直面する課題、および今

後の対応等について、概ね適正にモニターしてきたといえる。 
もう一つは、プロジェクト全体の進捗管理にかかるモニタリングである。JCC や毎年度提出

するモニタリングシートへの記載を通して、プロジェクト全体の進捗を PDM に合わせてモニ

タリングする仕組みとなっているが、この観点におけるモニタリングはやや不十分であった。

－ 21 －



22 
 

プロジェクト関係者が PDM をさほど意識していないことも、その要因の一つとして挙げられ

る。フィールドミュージアムの構築を目指している方向性は関係者で等しく共有されてきたが、

プロジェクトの現状が所期の目的や成果発現に向けて、PDM や PO 上でどの程度進捗してい

るかといった認識は希薄であった。 
 
 

第 3 章 5 項目評価による評価結果1  
 
３－１ 妥当性：「高い」 
 本プロジェクトは、ブラジル国の政策ならびに日本の対ブラジル支援政策に整合した取り組み

である。また、一連の活動や目指す方向性は、関係機関のニーズに整合している。これら観点か

ら、本プロジェクトの妥当性は「高い」。 
 
３－１－１ ブラジル国政府の政策・開発計画との整合性 
ブラジル科学技術省による「国家科学技術革新戦略 2016-2019」は、生物多様性保全並びに

生態系保全とその持続的利用の重要性を指摘している。また、同戦略は生態系及び生物多様性

に関する科学的知識を増加させ、自然資源由来の物・サービスに付加価値を与えるための技術

開発を支援することを謳っている。 
本プロジェクトの目的および諸活動は、同戦略が示している生物多様性保全を促進する技術

開発支援であり、本プロジェクトはブラジル国政策と整合していると判断できる。 
 
３－１－２ 日本国政府の支援政策との整合性 
対ブラジル国別援助方針（2018 年 4 月）では、「世界最大の熱帯雨林を保有する同国におい

ては、生物多様性保全の観点から森林・自然環境の保全は重要な課題である」との認識が示さ

れている。 
また事業展開計画においては、小目標として「環境保全」課題が挙げられており、「これまで

の日本の協力成果を踏まえつつ、森林・自然環境保全の推進に向け、ブラジルにおける森林伐

採の抑止や森林・自然環境保全の推進に資する支援を行う」ことが謳われている。本プロジェ

クトは同課題に位置付けられるプロジェクトのひとつである。 
 
３－１－３ ニーズとの整合性 

INPA の組織ミッションはアマゾン地域の環境保全に必要な科学技術の開発と普及および人

材育成である。INPA は同ミッションの達成に向けて、8 つの重点活動対象を挙げており、本

プロジェクトはそのうちの 5 点と整合している：1) 持続的開発戦略として具体化可能な知識

の開発、2) 生態学的に持続可能な技術の開発、3) 地域の生物多様性と自然資源の保全への関

与、4) 地域社会における環境教育への関与、5) INPA が開発した技術にかかる連邦、州、地方

及び民間の人材育成。 
本プロジェクトの一連の活動は、これら INPA のミッション達成に向けた重点活動対象と整

 
1 評価は「高い」、「概ね高い」、「中程度」、「やや低い」、「低い」の5 段階とした。 
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合しており、同組織のニーズに即している。 
 
３－１－４ 日本の優位性 
日本では音響解析による行動研究やバイオロギング技術の経験が豊富に蓄積されている。本

プロジェクトではカワイルカ類の発する超音波やマナティーの咀嚼音を利用した音響解析お

よびバイオロギング技術を導入した。同技術を利用することによって、これまで解明されてい

なかったアマゾンカワイルカの昼夜の行動の違い、船舶に対する反応、マナティーの水中行動

や採食行動が明らかとなった。 
 
３－２ 有効性：「概ね高い」 
プロジェクトは目標である「フィールドミュージアムの構築」に向けて進捗している。保全プ

ログラムや研究活動において顕著な成果が挙がっている一方、運営委員会の設立など、残された

活動も散見される。以上から、有効性は「概ね高い」と評価される。 
 
３－２－１ プロジェクト目標の達成度 
プロジェクト目標の「環境保全活動の核となるフィールドミュージアム構築」は、達成に向

けて進捗している。マナティーやカワイルカ、ナマケモノ等、アマゾンを代表する生物・生態

系の科学的研究において成果が挙げられている。 
他方でフィールドミュージアムのための運営委員会の設立や、各施設を研究、環境教育、エ

コツアー等に相互利用するネットワーク化は未だ十分には行なわれていない。また、エコツア

ーも今後の実施予定となっている。そのため、終了時評価時点の達成度としては「概ね高い」

に留まった。 
 
３－２－２ プロジェクト目標・成果達成にかかる貢献要因 
本プロジェクトの成果およびプロジェクト目標の進捗に対して、下記の点が主たる貢献要因

として挙げられる。 
 
1）民間企業からの資金支援 
 本邦民間企業からの資金支援によって、マナティーの野生復帰事業およびクイエイラス・フィ

ールドステーションの整備が可能となった。また、ブラジル民間企業からの資金支援も間接的な

形で、マナティーの野生復帰事業を支援した。 
 
2）NGO との協調活動 
ブラジルのNGO であるAMPA（マナティーの友協会）と協調しながらマナティーの野生復帰

事業を実施した。人的リソースおよび地域の事情に精通した AMPA との協調体制は、マナティ

ーの野生復帰事業を円滑に進めることに大きく貢献した。 
 

3）INPA 全体としての取り組み 
 INPA 建設部局が、本プロジェクトの施設設計や施工管理を支援した。工事委託業者が示す設

計図や行程表などについて、専門的見地から問題点や留意点を提示することによって、施工の質
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を担保することに貢献した。 
 
4）他案件との補完効果 
日本学術振興会の研究拠点形成事業「大型動物研究を軸とする熱帯生物多様性保全の国際研究

拠点」によって、ブラジルから若手研究者を毎年２名日本に招聘し、新たな野生動物研究手法に

関する共同研究と研修を実施した。このことは、野生動物研究手法の習得を後押しするとともに、

プロジェクトの基礎となる日本、ブラジル関係者間の人間関係構築にも寄与した。 
 
5）科学運営委員会（SSC）における審査プロセス 

SSC は研究内容の妥当性や期待される効果を事前審査する委員会であり、有効な仕組みであっ

た。この審査プロセスを経ることによって、日本、ブラジル両国研究者がそれぞれ果たすべき役

割を明確にする効果も生まれた。 
他方で、SSC による審査、承認に多大な時間を要してしまうことが度々あり、結果的に研究の

開始時期が遅延するケースも生じた。このようにSSC は正負両面の効果をもたらした。 
 
３－２－３ プロジェクト目標・成果達成にかかる阻害要因 
本プロジェクトの成果およびプロジェクト目標の進捗に対して、下記の点が主たる阻害要因

として挙げられる。 
 

1）遺伝資源の持ち出しにかかる規則変更 
プロジェクト開始後、ブラジル政府の遺伝資源の国外持ち出しに関する規則が厳格化され、日

本でのゲノム解析が困難となった。そのためマナティーやアマゾンカワイルカなどの水生哺乳類

のゲノム研究は、当初計画の技術レベルでは実施が難しくなり、論文発表も困難となった。なお、

終了時評価時点において、ブラジルの規制がやや緩和されたことを受けて、プロジェクトは再度

ゲノム解析を実施できるよう準備を進めている。 
 

2）施設建設の遅延 
本プロジェクトではフィールドミュージアムの拠点となる施設の建設・改築が計画されていた

が、これらの設計や見積もり等が JICA 仕様基準を満たすまでに時間を要したため、施設完工が

遅延した。その結果、プロジェクト活動の進捗に一部影響を与えている。代表的な事例としては

エコツアーの実施が挙げられる。当初計画ではエコツアーを試行することによって、将来のエコ

ツアー実施に向けた教訓を積み重ね、改善を続ける予定であった。しかしながら、施設建設の遅

れを主因としてエコツアーの実施は 2019 年 5～6 月に先送りとなっている。 
 
３－３ 効率性：「中程度」 
 日本およびブラジルは対象の研究分野において実務経験の豊富な人材を投入した。これら人的

投入は、本プロジェクトの目標達成に貢献している。資機材の投入および施設の選定は適切であ

った。しかしながら、施設建設にかかる調達プロセスに時間を要したため、施設の完工時期が当

初計画に比して遅れた。その結果、フィールドミュージアムのコンセプト具現化もやや遅れてい

る。 
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３－３－１ 人的投入 
1）日本側投入 
日本側は、本プロジェクトが対象とする研究分野において高い専門性を有した人材を投入

している。また、これら専門家に加えて、長期専門家として業務調整専門家の投入も行なわ

れた。投入分野ならびに投入量ともに、終了時評価時点においては適切な人的投入と考えら

れる。 
 

2）ブラジル側投入 
ブラジル側は INPA 研究者および管理部門の職員を投入した。また、森林哺乳類チームに

は UFAM の大学研究者もカウンターパートとして加えた。これらの人的投入はプロジェク

ト目標の達成に貢献した適切な投入と評価できる。 
 
３－３－２ 物的投入 
プロジェクトでは研究活動のために多様な資機材を投入した。これらは投入量、投入タイミ

ングおよび仕様の側面において適正であったと評価できる。また、プロジェクトが整備対象と

した定めた各種施設も、プロジェクト目標に即した妥当な選定であった。 
他方、これら施設の建設自体は当初計画に比して大きく遅延しており、プロジェクト活動に

も影響を及ぼした。施設建設遅延の原因としては、1）日本側とブラジル側の調達手続きにかか

る制度の違いに端を発し、それぞれの側での審査や承認に時間を要したこと、2）道路建設の許

可取得に長い時間を要したこと等が挙げられる。 
 
３－３－３ 本邦研修 

  本邦研修はカウンターパートにとって研究手法を学び、かつ研究資機材の操作や維持管理手

法を習得する貴重な機会となった。帰国後、自らの研究現場で本邦研修の知見を活用している

事例としては、研修参加者が自らの研究対象である大型ネコ科動物の行動記録装置を作成、利

用している事例が挙げられる。 
 
３－３－４ 投入（予算） 

  プロジェクト実施にあたり、適正な規模の予算が投入されている。 
 
３－３－５ 重複活動の有無および補完効果の有無 
重複活動の有無 
本プロジェクトと非効率な重複をもたらす他プロジェクトは見られない。 

 
補完効果の有無 
本プロジェクトでは日本学術振興会の研究拠点形成事業が持つ若手研究者の招聘枠を活用

することによって、ブラジル側研究者を日本に招致することができた。同事業を活用すること

によって、本邦研修に要するべきであったプロジェクト予算が軽減されることとなり、プロジ

ェクト予算の観点において効率性が向上した。 
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また、本プロジェクトはブラジルの NGO である AMPA と協同でマナティーの保全活動を実

施した。プロジェクトは、AMPA の人的リソースの活用といった便益を受ける一方、AMPA は自

らのマナティー保全活動の推進というミッションを推し進めることができた。つまり、相互の補

完関係が成立した事例と評価できる。 
 
３－４ インパクト：「高い」 
 本プロジェクトでは技術面、社会経済面、環境面などで多様なインパクトが発現している。ま

た、上位目標の達成も可能と予測できる。以上から、インパクトは「高い」と評価できる。 
 
３－４－１ 波及効果 

  これまで下記の波及効果を確認できる。 
 

1）技術面 
本プロジェクトが導入したマナティーの野生復帰方法は国内外で注目され、ブラジルのみな

らず周辺国のペルーや仏領ギニアの NGO が視察に訪れている2。今後、同 NGO らによってブ

ラジルの他地域およびペルーや仏領ギニアにおいて、本プロジェクトが開発した野生復帰方法

が導入される見込みである。 
 
2）社会経済面 
クイエイラス・フィールドステーションの建設およびステーション完工後の同地での研究活

動に際して、現地コミュニティの人々が雇用された（雇用されている）。今後エコツーリズムが

本格的に開始されれば、ツアーガイドなどの雇用創出も今後更に期待できる。 
 
3）環境面 
プロジェクトでの環境教育活動を通じて、クイエイラス川およびプルス川のコミュニティに

おいて生物保全・共生への意識が醸成され始めている。これら意識の高まりが、地域全体の生

物多様性保全に貢献していくものと期待できる。 
主たる例としては、プルス川コミュニティの漁師がマナティーのモニタリング要員として活

動している。以前はマナティー密漁者であった漁師らが、現在は密漁防止のために地域で先頭

的な役割を果たすまでになっている（主に 4 名の漁師が参加）。このようなコミュニティの人々

の意識変化は、マナティーをはじめとした生物多様性保全に着実に貢献するものと期待できる。 
 
なお、終了時評価時点において負のインパクトは見られない。 

 
３－５ 持続性：「概ね高い」 
アマゾンの生物多様性保全を重視するブラジル政府の基本方針は、今後も維持される可能性が

高く、政策面での持続性は高いと予測できる。また、INPA 研究者の技術レベルは一様に高く、

 
2 組織名称は以下の通りであり、それぞれマナティーをはじめとしたアマゾンの野生動物の保護・保全活動を行なっている：

CREA: アマゾンレスキューセンター (ペルー), KWATA : ガイアナ動物保護 (仏領ギニア) , CPPMA : 水生哺乳類保護・研究セ

ンター  (ブラジル) 
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技術面の持続性も担保されている。他方、フィールドミュージアム運営に焦点を当てた組織面に

ついては、運営委員会の本格稼働が確認できていないため、現状では持続性を確信することが出

来ない。また、同様に財務面の持続性も確信できる状況にはなっていない。以上から、持続性は

「概ね高い」と評価された。 
 
３－５－１ 政策面 
アマゾンにおける生物多様性保全を重視する政府の基本姿勢は、今後も継続される可能性が

高い。今後、新政権に移行することによって、予算面を含めた政府からの支援に多少の影響が

生じることは懸念されるものの、アマゾンにおける生物多様性の重要性が低下するほどの大き

な政策変更は無いと考えられる。 
また、フィールドミュージアムの拠点地域に限れば、INPA が管理する「保護区」に位置し

ており、生物や植生にかかる法的な保護が約束されている。 
 
３－５－２ 技術・組織面 
 INPA は研究実績の豊富な人材を多数擁しており、技術面における持続性は高い。また、INPA
自体の組織も研究部門、管理部門と総合的に構築されており、アマゾン研究をリードする総合

的な研究機関として、その組織面の持続性も高い。 
 他方、フィールドミュージアムの運営に焦点を絞れば、その運営はフィールドミュージアム

運営委員会に委ねられることとなる。同委員会は終了時評価時点では未だ設立されていないた

め、組織面での持続性を確認することが出来ない。 
 
３－５－３ 財政面 

  フィールドミュージアムとしての運営を、今後も継続的かつ発展的に進めて行くためには、

安定的な資金メカニズムもしくは外部資金の確保が必要となる。しかしながら、終了時評価時

点においては、そのような資金確保を可能とする資金メカニズムや、約束された外部資金はな

い。通常、INPA は様々な研究や保全活動を、外部資金の確保と並行しながら進めることが常

であることに鑑みれば、フィールドミュージアムについても今後様々な外部資金を獲得できる

可能性は十分に存するとは推測できる。しかしながら、現時点で特に定まった外部資金は確認

できておらず、また資金メカニズムもその重要性は常に議論されているものの、そのメカニズ

ムが軌道に乗る具体的な目途は立っていない。そのため、財務面の持続性は高いとは評価でき

ない。 
 なお、INPA は所有施設の維持管理予算については、毎年優先的に確保しているため、フィ

ールドミュージアムの拠点施設の維持管理においては大きな懸念事項はない3。 
 
３－６ 結論 
プロジェクトは目標達成に向けて進捗している。施設建設の遅れによって、エコツアーなど一

部の活動は終了時評価以降となるものの、既にマナティーの保全活動に代表されるような目に見

える効果やインパクトも多数発現している。運営委員会の立ち上げも現在ほぼ確約されており、

 
3 INPA は1-3 年単位の契約期間で、INPA 全施設の日常的維持管理を外部委託している。2018 年度の外部委託金額は約90 万

レアル/年（＝約2,700 万円）であった（INPA エンジニア・建設部門聞き取りによる）。 
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プロジェクト終了までに目標達成度は更に高まることが期待できる。 
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